
令和8年度 和光市議会 議会報告会

当初予算と主要施策の報告



⽂教厚⽣分科会

教育、福祉、⼦育て⽀援など、市⺠の暮らしに
直結するソフト分野を詳細に審査しました。
主な担当：学校教育、⾼齢者‧障害者福祉、健康増進

総務環境分科会

都市基盤、環境保全、⾏財政運営など、まちの
⾻格を⽀えるハード分野を審査しました。
主な担当：駅前整備、下⽔道、防災、公共交通、DX

予算審査の体制



350.3
⼀般会計予算額（億円）

前年度⽐ 7.9% の増加

予算編成の基本的な考え

物価⾼騰から市⺠⽣活を守りつつ、将来の成⻑に向けた
投資を並⾏して進める編成です。

審査のポイント

限られた財源を効果的に活⽤するため、事務事業評
価に基づき、優先順位の低い事業の抑制を提⾔しま
した。

令和8年度予算の全体像





選択と集中

スクラップ‧アンド‧ビルド
を徹底。事業の優先順位を明
確にし、効率的な執⾏を⽬指
します。

持続可能な経営

インフラ⽼朽化への計画的な
投資と、ゼロカーボン推進に
よる環境負荷の低減を両⽴し
ます。

市⺠⽣活の防衛

物価⾼騰対策として、⽔道料
⾦軽減や給⾷費補助など、直
接的な家計⽀援を強化しま
す。

令和8年度 施政⽅針



区画整理と駅前広場

駅北⼝の⼟地区画整理事業を推進し、快適で魅⼒ある駅
前空間の基本設計を固めます。

審査での主な質疑

問：⽤地交渉の遅れは事業全体に影響しないか？
答：交渉に時間を要している箇所はあるが、全体の
スケジュールに変更なし。丁寧な説明を尽くす。

駅北⼝整備：和光の⽞関⼝の形成



「学校外」にリラックスできる場を

不登校児童⽣徒の居場所確保のため、センターを本町⼩
から学校外の施設へ移設します。

審査での主な議論

学校以外の場があることで、⼼理的な通いやすさが
向上。こども家庭センターとの緊密な連携により、
多⾓的な⽀援体制を整えるよう要望しました。

不登校対策：教育⽀援センターの移設



※⼩学校は国の抜本的補助、中学校は値上げ分の半額を市が補助します。

⾷材費が⾼騰する中、給⾷の質を維持しつつ、保護者の家計負担増を最⼩限に抑えるよう求めました。

物価⾼騰対策：学校給⾷費の補助



キャッシュレス決済

市役所窓⼝への導⼊を推進。
セミセルフレジ設置等により
⽀払いの利便性を⾼めます。

キオスク端末の設置

市内3つの出張所に設置。証明
書発⾏が⾝近な場所で可能に
なります。

⽇中警備の導⼊

来庁者と職員の安全確保、カ
スハラ抑⽌のため、有⼈警備
による安⼼感を強化します。

⾏政DX：窓⼝サービスの利便性向上



デジタルクーポン給付

物価⾼対策として⼀⼈あたり3,000円

消費の下⽀えとともに、市内事業者への⽀援

審査視点

問：なぜデジタルクーポンなのか
答：事業者側の事務負担が少ないことや、迅速
さを考慮した結果。スマートフォンを持ってい
ない⽅には2次元コード付きの紙で対応。



免除期間（４ヶ⽉）
6⽉〜9⽉請求分を基本料⾦免除

物価⾼騰の影響を全市⺠で軽減。
⾯倒な申請は⼀切不要です。

審査の視点

⼀律⽀給ではなく「基本料⾦免除」としたのは、公
平かつ迅速に全世帯（約4.5万世帯）へ⽀援が⾏き
渡る⼿法であると判断しました。

⽣活⽀援：⽔道基本料⾦の免除





ご清聴ありがとうございました。


